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二
宮
尊
徳
像

　

薪
を
背
負
い
本
を
読
み
な
が
ら
歩
く
姿
で
知

ら
れ
る
尊
徳
（
金
治
郎
）
像
、
子
供
の
頃
ど
こ

か
で
見
た
覚
え
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
記
憶
を
た
ど
っ
て
い
く
と
小
学
生
に
通
っ

て
い
る
こ
ろ
見
慣
れ
た
光
景
で
あ
っ
た
こ
と
を

思
い
だ
す
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
尊
徳

像
は
市
内
５
つ
の
小
学
校
、
そ
れ
ぞ
れ
成
器
西

に
２
つ
、
北
郷
・
村
岡
・
荒
土
・
鹿
谷
に
１
つ

の
計
６
基
が
建
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
石
像

で
顔
は
異
な
り
ま
す
が
薪
を
背
負
い
本
を
読
む

姿
は
同
じ
で
す
。

　

金
治
郎
（
１
７
８
７
〜
１
８
５
６
）
は
小
田

原
藩
（
神
奈
川
県
）
に
生
ま
れ
た
実
践
的
農
政

家
で
、
倹
約
・
貯
蓄
の
実
行
を
通
じ
て
相
模
（
神

奈
川
）・
下
野
国
（
栃
木
）
で
荒
廃
し
た
農
村

の
復
興
に
努
め
た
。
彼
に
ま
つ
わ
る
次
の
よ
う

な
逸
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
早
く
に
両
親
を

亡
く
し
伯
父
の
家
で
育
て
ら
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
小
さ
い
頃
か
ら
草
鞋
を
編
ん
で
お
金
を
稼

ぎ
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
読
書
に
励
ん
だ
。
油
代

は
荒
地
に
菜
種
を
植
え
、
油
を
売
っ
て
稼
い
だ
。

　

明
治
23
年
（
１
８
９
０
）
に
出
さ
れ
た
「
教

育
勅
語
」
に
、「
孝
行
」「
修
業
修
学
」「
公
益

世
務
」
な
ど
12
の
徳
目
が
示
さ
れ
て
い
る
。
尊

徳
は
こ
う
し
た
徳
目
を
実
践
し
た
代
表
的
人
物

と
し
て
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
37

年
の
国
定
教
科
書
で
あ
る
「
尋
常
小
学
校
修
身

書　

巻
三
」
に
、「
か
う
か
う　

が
く
も
ん　

し
ご
と
に
は
げ
む
」、
３
つ
の
項
目
で
金
治
郎

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

像
が
全

国
の
小
学

校
に
建
設

さ
れ
る
よ

う
に
な
っ

た
要
因
と

し
て
、
昭

和
６
年

（
１
９
３
１
）
の
満
州
事
変
に
始
ま
る
十
四
年

戦
争
の
開
始
が
考
え
ら
れ
る
。
金
治
郎
の
勤
勉
・

倹
約
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
を
促
進
す

る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。
戦
後
は
戦

争
に
利
用
さ
れ
た
と
し
て
多
く
の
像
が
取
り
壊

さ
れ
た
。

　

写
真
は
成
器
西
小
敷
地
の
西
側
の
１
基
と
北

郷
小
の
１
基
で
す
。
前
者
は
「
二
宮
尊
徳
先
生

幼
児
之
像
」
と
あ
り
、
裏
面
に
「
教
育
勅
語
渙

發　

四
十
周
年
記
念　

昭
和
六
年
五
月
建
之　

京
都　

島
田
勁
助
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

像
は
成
器
男
子
校
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
同

年
６
月
に
勁
助
は
成
器
女
子
校
に
児
童
書
１
０

０
冊
も
寄
贈
し
て
い
る
。
後
者
は
「
寄
贈　

田

中
与
四
郎
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。

　

島
田
勁
助
は
勝
山
藩
士
島
田
茂
理
の
二
男
と

し
て
明
治
５
年
勝
山
町
に
生
ま
れ
た
。
鉄
道
建

設
事
務
に
携
わ
り
各
地
を
回
り
、大
正
７
年
（
１

９
１
８
）
の
退
職
後
は
京
都
で
本
屋
を
開
業
し

た
。
兄
の
階
介
は
福
井
師
範
学
校
を
卒
業
後
、

成
器
小
学
校
な
ど
７
校
の
教
員
お
よ
び
校
長
を

勤
め
た
。 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「15才までに
語彙をあと1000

増やす本」
～中学生必須～

「東大合格生が小学生
だったときのノート」

～ノートが書きたくなる
６つの約束～

「妻と娘二人が
　選んだ
『吉野弘の詩』」

アーバン出版局／編
アーバン

太田　あや／著
講談社

吉野　弘／著
青土社

　楽しく効率的に語彙を増やせる本。中学
レベルを中心に、高校受験に必要な語彙、
日常生活で触れることが多い語彙など２３２
５語を収録。ユニークなキャラクターが登場
するイラストや４コママンガを用いて、語彙
の意味と使い方をわかりやすく説明する。

　黒板をただ写すだけでなく心が動いたこ
とを書く。2本のラインで区切る。プリン
トはノートに貼る。などノートを書く時の6
つの約束を紹介。東大生の小学校時代の
ノート100冊を参考に、「ノート力」を身
につけよう！

　〝二人が睦まじくいるためには″で始まる
「祝婚歌」は夫婦が仲むつまじくあるための
心構えをつづった詩でNHKの番組でも取り
上げられた。昨年亡くなった著者の作品の中
から三人が選んだベスト・セレクション。日常
生活の情景を切り取ったみずみずしい詩集。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成27年５月末 前年比

総件数 ２００件 －１６件

人身事故
（うち高齢者）

１６件
（５）

－５件
（＋１）

死　者
（うち高齢者）

１人
（１）

＋１人
（＋１）

傷　者 １６人 －９人

物損事故 １８４件 －１１件

６月の納税

４月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ５月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,790人 5 －12 －7 13 －13 0 11,783人 －7人
女 12,913人 5 －20 －15 16 －18 －2 12,896人 －17人
合　計 24,703人 10 －32 －22 29 －31 －2 24,679人 －24人
世帯数 8,076世帯 8,075世帯 －1世帯

人口の動き

市・県民税▶第1期　
納期限　6月30日㈫　　口座振替　6月26日㈮

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪25

北郷小学校 成器西小学校
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こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

　

鼻
血
は
、
鼻
や
顔
面
を
強
く

打
っ
た
時
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
鼻
の
粘
膜
は
薄
い
の
で
、

の
ぼ
せ
た
り
、
鼻
い
じ
り
な
ど
で

粘
膜
に
傷
が
つ
い
た
り
し
て
、
出

血
し
ま
す
。

鼻
血
が
出
た
ら

〇 

座
っ
て
軽
く
下
を
向
き
、
鼻
翼

（
鼻
の
付
け
根
部
分
）
を
強
く

つ
ま
む

〇
額
か
ら
鼻
の
部
分
を
冷
や
す

〇 

出
血
が
多
く
止
ま
り
に
く
い
場

合
は
、
切
っ
た
ガ
ー
ゼ
や
脱
脂

綿
な
ど
を
軽
く
鼻
孔
（
鼻
の
穴
）

に
詰
め
る

　

こ
れ
ら
の
方
法
で
止
ま
ら
な
い

時
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

注
意
点

〇 

鼻
血
が
の
ど
や
口
に
流
れ
て
き

た
ら
、
飲
ま
ず
に
吐
き
出
す

〇 

止
血
し
て
も
す
ぐ
に
鼻
を
か
ま

な
い

　

頭
を
強
く
打
っ
た
時
の
鼻
血
、

特
に
薄
い
血
液
の
場
合
は
、
頭
内

部
の
傷
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
す
ぐ

に
受
診
ま
た
は
救
急
連
絡
（
１
１

９
番
）
を
し
ま
し
ょ
う
。
鼻
に
も

の
を
詰
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
ち
が
っ
た
方
法　

● 

頭
を
後
ろ
に
そ
ら
せ
る
・
上
を

む
く

● 

首
の
後
ろ
を
た
た
く
・
背
中
を

た
た
く

●
横
に
な
る

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

鼻
血
の
止
め
方
編

「
急
病
時
の
対
応
」

「
急
病
時
の
対
応
」

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

「木の化石をとかして
はがしてみよう」

「宝探し！
金色の鉱物をさがそう！」

6月24日㈬、7月8日㈬

「親子で折り紙の
ジオラマをつくろう！」

「親子で恐竜模型を
つくろう！」

6月21日㈰
博物館自然教室

6月28日㈰
恐竜ふれあい教室

７月5日㈰
恐竜ふれあい教室

７月11日㈯
恐竜ふれあい教室

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページを
ご覧ください

休館日のお知らせ

行ってみよう

湯ったり勝山
　５月21日に
囲碁講座を開
催しました。
勝山囲碁連盟
の永井氏に囲
碁のルールを
教えていただ
きました。初

めは『難しい』と言っていた参加者の方も、実
際に対局してみると、夢中になっていました。
次回は、６月18日㈭午後１時30分からです。興
味のある方は、どうぞご参加ください。

問　湯ったり勝山　☎88 ｰ 3722
　　地域包括支援センター「やすらぎ」

（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

毎週水曜日　午前９時～11時
入口で地場産野菜を販売しています。

　５月から盆栽を飾っています。
盆栽の鮮やかな緑は心が癒やされ
ますね。皆さまもぜひご観賞くだ
さい。ハゼの木ハゼの木


